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の応用には費用面の課題が残されていた。本研究成果により，Hh － Ag	1.3およびHh － Ag	1.7による
Bmp－2の相乗作用は，今後のBmp製剤を用いた骨折の臨床研究において，治療費用の軽減および治
療効果の向上に大きく貢献することが期待される。また象牙芽細胞分化機構は骨芽細胞分化と同様の
シグナル経路で制御されていることから，歯髄幹細胞から象牙芽細胞分化誘導にも有効性が考えられ
る。第二象牙質形成あるいは生活歯髄切断法における象牙質再生は小児歯科においても重要な項目で
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あり，本研究成果よりHh－Ag	1.3およびHh－Ag	1.7は新規覆髄材料開発へ発展することが期待される。
よって本論文は，骨芽細胞分化機構のみならず小異発達歯科学分野における象牙質再生機構の解明
にも有用な知見を提供する事が期待され，博士（歯学）に相応しい内容と判断する。
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